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2025年３月期 通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2025年 3月 28日に公表いたしました 2025年３月期通期連結業績予想値と本日公表の実績値にお

いて差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．2025年 3月期 通期連結業績予想数値と実績値との差異（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 税引前利益 
親会社の所有
者に帰属する 
当期利益 

基本的 
1株当たり 
当期利益 

前回発表予想（Ａ） 
（ 2025 年  3月 28 日発表） 

12,600,000 25,000 10,000 110,000 40円 18銭 

実    績（Ｂ） 12,322,494 106,093  88,219 226,071 79円 96銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △ 277,506  81,093 78,219 116,071 39円 78銭 

増 減 率 △ 2.2% 324.4% 782.2% 105.5% 99.0% 

（ご参考）前期実績 

（2024年 3月期） 
12,344,557  381,411 367,864 288,121 95円 64銭 

 

２．通期連結業績予想値と実績値との差異の理由 

 

３月の原油価格の下落に伴い、原油および石油製品等の在庫評価による損失影響※を 1,500億円程

度と見込んでおりましたが、期末における簿価切り下げが想定を下回ったこと等により 576億円とな

りました。その結果、営業利益は前回予想を上回る 1,061億円となりました。これにより、税引前利

益および親会社所有者に帰属する当期利益も前回予想を上回りました。 

なお、売上高の減少は、石油製品ほか事業の売上高が想定を下回ったことによるものです。 
 

※ 総平均法及び簿価切り下げによるたな卸資産の評価が売上原価に与える影響 

 

以 上 


